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図版4　地点4のコアの写真
Plate 4　Photograph of core collected at site 4.

図版5　地点5のコアの写真
Plate 5　Photograph of core collected at site 5.
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図版6　地点6のコアの写真
Plate 6　Photograph of core collected at site 6.

図版7　地点7のコアの写真
Plate 7　Photograph of core collected at site 7.
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図版8　地点8のコアの写真
Plate 8　Photograph of core collected at site 8.

図版9　地点9のコアの写真
Plate 9　Photograph of core collected at site 9.
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考察

堆積環境の推定
前述したように，焼津平野の瀬戸川以南の堆積環境は

大井川の形成した扇状地で，砂礫層が卓越する．一方，
それ以北の堆積環境は蛇行河川の堆積システムである．
したがって，地点1～3の堆積物のうち，主体をなす泥
層は，蛇行河川の後背湿地堆積物であり，地点2の標高
－3.85～－2.25m（深度7.25～5.65m）の礫支持礫層は
流路堆積物と解釈される．また，地点2と3に見られる
層厚20-30㎝の礫層および級化を示す砂層は，基底面が
浸食面であることから，イベント堆積物である．このイ
ベント堆積物の成因については，後で津波堆積物に関す

図4　地点1と8のボーリングコアに挟在する軽石の屈折率．
Fig. 4　Refractive indices of pumice from sites 1 and 8.
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る章で考察する．
一方，地点4～9の堆積物の主体をなす礫支持礫層は

網状河川の流路堆積物であり，挟在する粘土層は後背湿
地堆積物と解釈される．

以上のことから，本調査地点の堆積物はすべて陸成層
であり，その多くは現在の海水準よりも下にある．例え
ば，地点8では，カワゴ平軽石を含む後背湿地堆積物が
現海水準よりも7m下に位置するのである．

日本列島を含む大陸氷床から離れた地域における中期
完新世の海水準高位期（7,000-6,000年前）以降の海水準
変動については，二つの考えがある．一つは，1mかそれ
以上の海水準の上下変動があったというものである（Baker 
& Haworth, 2000 ; Woodroffe & Horton, 2005 ; Angulo et 
al., 2006 ; Lewis et al., 2008）．日本でも，田辺・石原

（2013）が東京低地では，3,000-2,000年前の海水準は現
在よりも最大で2m低かったと推定している．もう一つ
の考えは，海水準は比較的安定しており，変動があった
としても現海水準に対して0.25m以内にあったというも
のである（Woodroffe et al., 2012）．これらの考えのどち
らを採用しても，カワゴ平軽石の降下した1,210-1,187 BC 
(2σ)の後背湿地堆積物の現在の標高（地点1では標高－
2.78～－2.92m，地点8では標高－6.74m）は，地盤が
沈降したことを示唆する．要するに，焼津平野は，約
3,200年間という時間スケールでは，安政東海型の地震に
伴う隆起の累積量を，地震間の緩慢な沈降の累積量が上
回ったこととなる．ただし，陸成層の堆積当時の標高は
不明なので，現時点では長期的な沈降速度を算出できな
い．

イベント堆積物について
焼津平野に隣接する静岡平野・清水平野の津波堆積物

の調査は，Kitamura et al. (2013)とKitamura & Kobayashi 
(2014)が行っている．Kitamura et al. (2013)は，静岡平
野の大谷低地で掘削した7地点のボーリングコアの解析
によって，3層の推定津波堆積物（T0, T1, T2）を見出
し，それらの堆積年代をそれぞれ，西暦1000年頃，3,565-
3,486 cal BP，4,000 cal BP頃と推定した．推定津波堆積
物T1に関しては，珪藻群集の変化から堆積時に隆起現象
があったことが判明したので，駿河湾あるいは南海トラ
フ東部の海溝型地震に伴う津波による可能性を指摘した．
また，推定津波堆積物T1は，藤原ほか（2013）が浜名
湖東岸六間川低地から報告した約3,400年前の推定津波
堆積物に対応し，推定津波堆積物T0は西暦1096年の永
長地震に伴う津波に対応する可能性があるとした．清水
平野においては，Kitamura & Kobayashi (2014)が14地点
のボーリングコアと1地点のトレンチの調査によって，内
湾堆積物から4つの先史時代の津波堆積物を確認した．そ
れらの堆積年代（2σ）は暦年較正で，6,180-6,010～5,700-
5,580 cal BP，5,700-5,580～5,520-5,320 cal BP，4,335-
4,125～4,250-4,067 cal BP，3,670-3,540～3,500-3,360 cal 
BPである．また，西暦1498年の明応地震もしくは西暦
1707年の宝永地震により形成された可能性のあるイベン
ト堆積物も確認した．

一方，今回の調査では，地点1と8はカワゴ平軽石が
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検出されたので，約3,200年間の地質記録が残されてい
る．そして，地点1および地点2と3の堆積環境は後背湿
地の静水域であり，津波堆積物の保存に適した場所であ
る．地点2には3層のイベント層があり，地点3には1層
のイベント層（標高－2.51～－2.34m，深度5.32～5.15m）
がある．後背湿地の地形勾配は小さいので，地点間の地
層の地形勾配はほぼ水平と考えてよい．この考えに従う
と，地点3のイベント層は，地点2の標高－2.25～－1.50m

（深度5.65～4.90m）に位置する2層のイベント層のどち
らかに対比される可能性が高い．そうすると，イベント
層の層厚は，海側の地点3のほうが薄く，流水エネルギー
が海側のほうが小さい可能性を示唆する．そして，地点
2のイベント層の直下には流路堆積物があり，地点1の同
レベルにはイベント層は見られないことを考え合わせる
と，地点2と3のイベント層は，地点2付近にあった流路
からあふれ出した堤防決壊堆積物と解釈するのが妥当で
ある．

今回の調査地点は，すべて明応地震の津波浸水域内に
ある（図1）．Abe et al. (2012)は，仙台平野において，東
北地方太平洋沖地震に伴う巨大津波の運搬した砂質堆積
物の分布を調査した．その結果，津波浸水域が内陸2.5㎞
を越えた場所では，層厚0.5㎝以上の砂質津波堆積物の
分布は，浸水域の57-76％に及んでいることが分かった．
明応地震時の海岸線の正確な位置は不明だが，500年前
の事象なので，現在よりも1㎞も沖合いにあったとは考
えにくい．したがって，調査地点には，津波が前浜や浜
堤から運搬した砂が堆積した可能性は高い．明応地震の
津波堆積物が保存されていないのは，災害復興や耕起な
どによって表土の部分が攪拌されたためだろう．
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